
《編集後記》

■筆者は、約一ヶ月間の間、 トルコ系地区を中心に調査

をした。Fatih Ahnの 映画をきっかけに、 トルコ系につ

いて調べ出したが、日本では資料が古く、少なかつたこ

とから、研究を続けることに限界を感 じていた。しかし、

クロイツベルクやノイケルンなどで、多くの親切な トル

コ系の人々に助けていただき、さらに トルコ系の文化ヘ

の関心が深まつて しまった。 ドイツ語も トルコ語も話せ

ないことをいいことに、迷い込んだふ りをしてモスクヘ

入って来た私にチャイをごちそ うしてくれたおじさん達

(一 日にただチャイを 5杯飲んだ日も !)や 、一生懸命

に道を教えてくれようとしてくれた人、工事中の店のお

手洗いを貸 してくれた人などとの出会いのおかげだ。

トルコ系だけでなく、おすすめのギャラリーまで連れ

て行ってくれた ドイツ人のお じさんや、迷っていないの

に駅まで送ってくれたセネガル系の人、別のモスクまで

車で連れて行つてくれた、最後まで何系か不明だつたお

じさんなど、出会った人を挙げだ したら書ききれないほ

ど、ベル リンでは毎 日のように出会いがあり、多くの人

が手を差 し伸べてくれた。

彼らの優 しさに触れ、この国に民族間の問題なんて存

在するのだろうかとす ら思えたほどだ。もちろん、移民

の集中地区はあるものの、それもベル リンの魅力である

かのように見えた。住んでみないとわからない差別や間

題があるのだろうが。一ヶ月では計画性のなさのため、

おおまかな印象でしか捉えられなかつたこの街を、次回

はもう少 しつっこんで細かく調査を進めていきたい (そ

の時までには少 しでも ドイツ語を話せるようになつてお

きたい…
)。

そ して、Ballhaus Naunynstrasseで インタビューに時

間を割いていただいた、Osman TOk氏 、Tim Seyi氏 、

Sinan劇よus氏 に感謝 しなければならない。映画監督や

俳優の方々と、フランクにお話できたのは興奮するよう

な経験だった。また、お手洗いでは憧れの D」 Ipekと も

お話することができた。 日本で情報入手ができる トルコ

系のアーティス トのほぼ全員が、Ballhausと 関わりがあ

るようで、この環1場 の発信力を感 じた。最後に、今回ベ

ル リンで調査する機会を与えて下さり、Ballhausの 存在

についても教えて下さつた藤野一夫先生に感謝 したい。

〔伊藤〕

■皆の力を合わせて、ついに本報告書を完成 した。初め

ての海外での共同生活から、帰国後の報告書の執筆まで、

私にとつて貴重な経験である。海外の (サ バイバルな)

生活のサポー トも、報告書の編集も、皆の力が集まらな

いと完成できないだろう。とりわけ、 ドイツ初日のスー

ツケースの未着事件や、報告書にある日本語の添削作業

などは、藤野教授 と院生たちに大変迷惑をかけてしまつ

た。皆からのサポー トのおかげで、様々な困難を乗 り越

え、言葉で表すことができないぐらいの感謝の気持ちを

ずっと抱いている。ベル リンの滞在期間中に、毎 日忙 し

くて充実な生活を暮 らしていたが、神戸に戻つた後も相

変わらず修士論文と報告書を両方執筆 していた。2011年

8月 以降の半年は、実にサバイバルな生活が続いてきた

と言えよう。それにもかかわらず、修士論文と報告書を

完成 した今、その達成感は何よりも大きい。

〔陳、台湾にて〕

■本報告書の全体的な編集作業を担当した。公刊作業に

関わるのはこれが 2度 目だが、いまだ不慣れな部分が多

く、各方面にご迷惑をおかけした。 とはいえ、厳 しいタ

イムスケジュールにも関わらず本報告書の印刷・製本を

引き受けて頂いた株式会社ルネックの歌房保彦氏と、藤

野一夫教授をはじめとするプロジェク ト・メンバーの献

身により、当初の想定を凌ぐ大部の報告書が完成 したこ

とを嬉 しく思 う。なお、報告書という性格上、第 2部 ド

■もし、意を決 し、1人でベル リンに lヶ 月滞在 してい

たら、同じような経験が出来ただろうか ?出来なかった

であろう。今度の研修の成果は、まず第一に藤野先生の

幅広い人脈のお陰であり、さらに、彼 らがそれぞれに私

たちに仕事場や関心ある場所を紹介 してくれたお陰であ

る。そ うでなければ、最先端のベル リン・アー トシーン

の舞台裏を目撃することは到底叶わなかった。先生と彼

キュメン トの執筆にあたっては見聞きしたことをできる

だけ客観的に書くよう心掛けたが、別府での議論の中に

もあるように、芸術を考える際は 「私がどう思 うか」が

何より重要と考え、個人的な感想を正直に書いた部分も

少 しある。一人でも多くの方に、自らドイツヘ赴いて、

本報告書が述べていることを確かめてみようと思つて頂

くことができれば幸いである。〔寺田〕

の友人たちに、最大の感謝を申し上げたい。

本報告冊子の編集では、主に、学生フォーラム「混浴

“学生"世界」の文字起こし。校正作業を担当した。多

くの人がフォーラムで発言 してくれていたので、嬉 しい

悲鳴で、発言の掲載確認のや り取 りは一朝一夕にはいか

なかった。 しかし、それらを通 じて、本を発行すること

の重みと、いつか誰かの役に立つかもしれないとい う希
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望を得た。

言者の皆さ

度重なる連絡に我慢強く応 じてくださつた発

まに、心からの感謝を送 りたい。〔橋本〕

■9月 1日 から30日 までの lヶ 月間、音楽団体のエデュ

ケーション・プログラム (EP)に 注目し、調査を行つた。

「聴衆にとってクラシック音楽 とはどうい うものなの

か」ということを真摯に考えているコー ミッシェ・オー

パー・ベル リン (KOB)の EPには感銘を受けた。そこ

で、研究ノー トでは ドイツの芸術教育思想を述べ、KOB

のオープン・デーの事例分析を試みたのである。

EPやアウトリーチ活動の研究を志 した契機は、中学 1

年生から始めた トランペ ットとの 「共同生活」の中にあ

る。 トランペ ットを通 して 「音楽が人生の支えになるの

であれば、発展途上国の子供に音楽を捧げられる活動を

しよう」と考えるようになり、音大へ進学した。音大時

代、筆者が関わつている音楽団体が存続の危機になり「存

続 させるにはどうすればいいのか」と考えるようになつ

た。加えて、音楽科教職免許を取得する過程で音楽の真

なる部分を伝えることのできない現在の音楽教育の限界

を感 じた。そんな折に、「アウトリーチ活動」という言葉

を知った。筆者にとつて衝撃的なものがあり、それを研

究しようと決意 した。

筆者の力不足により、本報告書では研究的萌芽が見え

るところまで辿 りつくことができなかつた。 しかし、一

通過点として、このようにゼ ミ生と共同執筆/編集がで

きたのは、大変貴重な体験であった。ゼ ミ生の皆に礼を

申したい。また、コー ミッシェ 。オーパー・ベル リン演

出助手の菅尾友氏、教育部門長の A.K。 オス トロップ氏に

も感謝の気持ちを伝えたい。そして、文章を書くことが

不慣れな筆者に対 し、暖かく指導 して下さつた藤野一夫

教授に厚 く御礼を申し上げる。〔南田〕
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■神戸大学国際文化学部の交換留学生として ドイツで 1

年間学ぶ機会を得、2011年 夏にハンブルクに来てから早

くも半年が経とうとしている。すべてが新 しく目移 りば

か りしていたハンブルクの光景も、今や目に馴染んでし

まつた。その半年 の間に、8月 6日 に初 めて見た

Elbphilharmonieは外壁の工事はほぼ完了したが、その

後、工事の中断があり、留学中の予定であった竣工時期

はさらに延期されることになつた。昨日 (2012年 1月

17 日)、 Laeiszhalleに て"Elbphilharmonie Gesprach

“が開催された。その場では、Elbphilharmonieの建築

家の一人、Pierre de Meuron氏 とGeneralintendantで

あるChristOph Leben‐ Seutter氏 の話を聞くことが出来

たが、その対談後に行われたフロアからの質問コーナー

では、ポジティブなもの、ネガティブなものの両方が飛

び交い、いずれの質問に対 しても拍手が起きていた。招

待客が多く当日券があまり売れていなかつたこと、そし

て付け加えるならば、学生や若者が全く見受けられなか

ったのが気にかかつたが、現在のハンブルクを象徴する

ような一場面であつたことに間違いはないだろう。

まさに現在進行形で進んでいくプロジェク トを目の当

たりにし、その奥深さを知れば知るほど更なる興味が湧

く一方、分析・考察することの難 しさなども痛感する毎

日だ。今回の研究ノー トも、分量の関係もあり、ハンブ

ル クとい う都 市や プ ロジェク トの背景、また Elb‐

philharmonie Open Air当 日の様子について断片的にし

か記述できず、結果として表面的な考察に終わつてしま

った。

唯―の学部生として参加 させていただいた今回のプロ

ジェク ト。期間中、常にお世話になった院生の方々に、

まずお礼を申し上げたい。また、Elbphilharmonie Open

Ai■・当日など調査中に「街の声」として話を伺い、また原

稿執筆にあたり協力をお願いしたハンブルクの方々にも

お礼を申し上げる。そ して、 ドイツの文化政策について

幅広く詳 しく教えて下さつたヴォルフガング・シュナイ

ダー教授をはじめ、貴重なお話をしてくださった諸先生

方、そして、このプロジェク トだけでなく留学に際 して

も本当にお世話になつた藤野教授に、改めて深い感謝の

念を示 したい。〔三宅、ハンブルクにて〕
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